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資
料
紹
介　

諸
井
興
久
収
集
考
古
資
料

秋
山　

寛
行

　

は
じ
め
に　

　

本
稿
は
初
代
本
庄
町
長
で
あ
っ
た
諸
井
興
久
（
天
保
十
年
〔
一
八
三
九
〕
～
明
治

三
十
三
年
〔
一
九
〇
〇
〕）
が
収
集
し
た
考
古
資
料
に
つ
い
て
、
興
久
自
身
に
よ
る

収
集
時
に
つ
け
た
記
録
が
わ
か
る
遺
物
の
目
録
化
と
写
真
撮
影
を
行
い
、
資
料
紹
介

を
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
主
要
な
資
料
に
つ
い
て
は
か
つ
て
長
谷
川
勇
氏
・
石
橋

桂
一
氏
に
よ
っ
て
実
測
と
解
説
も
行
わ
れ
て
い
る
が（

（
（

、
そ
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
本

稿
で
は
興
久
に
よ
る
考
古
資
料
の
収
集
活
動
に
焦
点
を
当
て
た
い
。

一　

諸
井
興
久
に
つ
い
て

　
本
庄
に
諸
井
家
は
北
諸
井
家
・
南
諸
井
家
・
東
諸
井
家
の
三
家
が
あ
っ
た
が
、
興

久
は
こ
の
内
の
南
諸
井
家
の
人
物
で
あ
る（

（
（

。
南
諸
井
家
は
興
久
の
息
子
で
あ
る
諸
井

巴
が
春
風
書
店
と
い
う
書
店
を
開
い
た
こ
と
か
ら
「
本
屋
諸
井
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

興
久
は
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）、
諸
井
五
左
衛
門
の
次
男
に
生
ま
れ
、
文
久

三
年
（
一
八
六
三
）
名
主
役
に
就
い
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
肝
煎
名

主
、
そ
の
後
、
区
長
、
学
区
取
締
を
勤
め
た
。
こ
の
間
、
岩
鼻
県
・
入
間
県
・
熊

谷
県
・
埼
玉
県
に
出
仕
し
た
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
北
埼
玉
郡
長
に
任

じ
ら
れ
、
翌
年
の
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は
児
玉
・
賀
美
・
那
珂
郡
長
に

就
い
た
。
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
職
を
辞
し
て
蚕
糸
組
合
取
締
頭
取
と
な

る
。
そ
し
て
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
初
代
本
庄
町
長
に
就
任
し
た
。
町
長

と
し
て
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
ま
で
、
町
会
議
員
と
し
て
は
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
ま
で
在
職
し
た
。
詩
や
書
、
和
歌
を
得
意
と
し
、「
稼
堂
」
と
号
し
た
。

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
一
月
十
八
日
、
六
十
二
歳
で
病
没
し
た
。
墓
は
安

養
院
に
あ
る
。

　

二　

資
料
の
概
要

　

こ
こ
で
は
紹
介
す
る
考
古
資
料
の
全
体
像
を
示
し
て
お
き
た
い
。
資
料
に
は
興
久

自
身
が
採
集
し
た
年
月
日
、
出
土
地
や
場
所
、
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
い
っ
た
情
報
を

遺
物
に
直
接
、
も
し
く
は
紙
片
に
記
入
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
か
ら
資
料
の
種
類
と
し

て
は
「
土
器
」・「
石
器
」・「
古
墳
出
土
品
」・「
瓦
」・「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
。

「
土
器
」
は
縄
文
時
代
の
も
の
で
、
す
べ
て
破
片
で
あ
る
。
出
土
地
が
わ
か
る
も

の
で
は
氷
川
神
社
で
採
取
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。

「
石
器
」
は
打
製
石
器
や
磨
製
石
器
、
石
鏃
を
収
録
し
た
。

「
古
墳
出
土
品
」
は
埼
玉
県
本
庄
市
飯
玉
古
墳
出
土
遺
物
、
岡
村
古
墳
、
将
軍
山

古
墳
出
土
遺
物
、
群
馬
県
高
崎
市
八
幡
出
土
遺
物
、
高
崎
市
榛
名
町
出
土
遺
物
、
奈

良
県
三
味
田
宝
塚
古
墳
出
土
遺
物
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
埼
玉
県
外
の
も
の
と

埼
玉
県
内
の
両
方
の
遺
物
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
瓦
」
は
埼
玉
県
内
外
か
ら
収
集
し
た
瓦
を
収
録
し
た
。

「
そ
の
他
」
に
は
上
記
以
外
の
遺
物
を
分
類
し
た
。
か
わ
ら
け
や
砥
石
、
化
石
な

ど
多
種
多
様
な
遺
物
を
収
集
し
て
い
る
。

　

三　

興
久
に
よ
る
資
料
の
収
集
と
整
理
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資
料
へ
の
記
載
方
法
は
直
接
記
入
さ
れ
た
も
の
と
、
紙
片
に
記
入
さ
れ
た
も
の
が

あ
る
。
こ
こ
で
は
遺
物
の
収
集
期
間
に
つ
い
て
収
集
年
が
特
定
で
き
る
も
の
か
ら
み

て
い
き
た
い
。

現
存
す
る
遺
物
の
中
で
一
番
古
い
も
の
は
【
一
三
〇
番
】
か
わ
ら
け
で
、
明

治
六
年
九
月
で
あ
る
。
次
に
【
一
二
九
番
】
か
わ
ら
け
で
あ
り
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
三
月
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
同
所
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治

十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
な
る
と
同
年
三
月
に
「
常
陸
国
筑
波
郡
筑
町
国
造
屋
敷
跡

ヨ
リ
得
」
た
【
一
二
三
番
】
平
瓦
が
加
わ
っ
て
い
る
。

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
月
に
は
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
か
ら
丸
瓦

（【
一
一
七
番
】）
や
平
瓦
（【
一
一
九
番
】）
が
あ
る
。【
一
一
八
番
】
に
も
「
入
間
小

谷
田
村
」
と
記
載
が
あ
る
の
で
、
同
所
で
入
手
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
に
も
同
所

よ
り
縄
文
土
器
（【
十
二
番
】）
や
石
核
（【
二
〇
番
】）
も
入
手
し
、
神
社
の
近
く
の

畑
か
ら
も
打
製
石
斧
（【
二
一
番
】）
を
入
手
し
て
い
る
。
他
に
も
同
所
出
土
と
思
わ

れ
る
土
器
や
石
器
に
「
入
間
小
谷
田
村
」
と
記
載
が
あ
る
。

明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
に
は
入
間
郡
浅
羽
村
字
秦
戸
で
入
手
し
た
平
瓦

（【
一
二
二
番
】）
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
秦
戸
神
社
ア
リ
其
傍
二
大
小
二
塚
ア
リ
其

小
塚
ヲ
崩
シ
タ
ル
脇
二
石
塚
ア
リ
其
衆
石
中
ヨ
リ
得
ル
」
と
書
か
れ
、
小
塚
を
崩
し

た
後
、
石
塚
の
中
か
ら
出
土
し
た
と
発
見
の
経
緯
が
記
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

ま
た
同
日
に
氷
川
神
社
で
も
採
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。【
四
番
】
の
土
器
に
「
明

治
十
五
年
五
月
十
五
日
武
蔵
国
北
足
立
郡
氷
川
神
社
境
内
之
櫻
山
ニ
於
テ
得
ル
所
八

個
ノ
一
」
と
書
か
れ
、
他
の
遺
物
に
も
「
氷
川
神
社
」「
氷
川
ノ
桜
山
」
と
簡
略
に

記
し
て
い
る
。
ま
と
め
て
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
。

明
治
十
五
年
六
月
に
は
横
見
郡
田
甲
村
で
縄
文
土
器
（【
二
番
】）
と
打
製
石
斧

（【
二
八
番
】）
を
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

明
治
二
十
年
代
に
入
る
と
古
墳
出
土
品
の
収
集
が
始
ま
る
。
古
墳
出
土
品
に
つ
い

て
は
直
接
書
き
込
め
な
い
た
め
か
、
紙
片
に
来
歴
を
記
し
た
も
の
を
貼
り
付
け
た
も

の
や
、
別
の
紙
に
来
歴
を
記
し
、
同
じ
出
土
地
の
も
の
で
ま
と
め
て
保
管
し
て
い
た

も
の
が
あ
る
。
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
一
月
に
は
本
庄
市
飯
玉
古
墳
よ
り
発

見
し
た
圭
頭
大
刀
把
頭（【
一
〇
九
番
】）が
あ
る
。
内
側
に
は
興
久
の
手
で「
二
十
一

年
一
月
一
八
日
外
数
種
本
庄
宿
字
飯
玉
ヨ
リ
得
処
七
ノ
内
」
と
書
か
れ
た
紙
が
貼
ら

れ
て
い
る
。
他
に
も
刀
子
（【
九
七
番
】）
や
切
羽
・
鎺
（【
一
一
〇
番
】）・
鞘
口
金

具
（【
一
一
一
～
一
一
三
番
】）
な
ど
が
あ
る
。
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
二
月

に
は
将
軍
山
古
墳
よ
り
ガ
ラ
ス
小
玉
（【
九
六
番
】）、金
銅
製
棘
葉
形
杏
葉
（【
一
〇
二

～
一
〇
四
番
】）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
【
一
〇
二
番
】
と
【
一
〇
三
番
】

に
は
興
久
に
よ
る
記
録
が
貼
ら
れ
、「
外
三
輪
玉
及
小
玉
二
百
」
と
記
さ
れ
、
他
に

も
出
土
遺
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の

冬
に
は
群
馬
県
の
里
見
村
古
墳
よ
り
出
土
し
た
「
金
銅
製
鍔
」（【
一
〇
五
番
】）
を

入
手
し
、
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
十
一
月
に
は
ガ
ラ
ス
製
丸
玉
（【
八
七
～

九
〇
番
】）
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
群
馬
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
入
手
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
他
に
も
収
集
時
期
は
未
記
載
な
が
ら
古
墳
出
土
品
が
伝
わ
っ
て

い
る
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
六
月
に
は
「
亀
井
戸
」（
亀
戸
か
）
の
「
寛
文
天

和
年
度
ノ
鋳
銭
所
跡
」
か
ら
砥
石
を
入
手
し
て
い
る
（【
一
二
七
番
】）。
来
歴
に
も

と
づ
け
ば
江
戸
初
期
の
作
で
、
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
、
興
久
の
興
味
の
幅
の
広
さ

も
う
か
が
い
知
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
興
久
自
身
の
記
録
の
残
る
遺
物
か
ら
推
測
す
る
と
収
集
期
間
は
お

よ
そ
明
治
六
年
か
ら
明
治
三
十
二
年
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
間
、
興
久
は
三
四
歳
～

六
一
歳
で
あ
り
、
壮
年
か
ら
晩
年
に
か
け
て
収
集
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
公
務
の
傍

ら
収
集
活
動
を
亡
く
な
る
直
前
ま
で
続
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

収
集
方
法
は
現
地
に
赴
い
て
の
採
集
、
交
友
関
係
に
よ
る
遺
物
の
交
換
、
古
物
商
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か
ら
の
購
入
な
ど
で
集
積
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
県
外
の
遺
物
、
特
に
大
和
国

出
土
遺
物
な
ど
は
交
換
も
し
く
は
購
入
に
よ
る
入
手
と
考
え
ら
れ
る
。
興
久
の
土
器

収
集
が
わ
か
る
古
文
書
が
次
の
資
料
で
あ
る
。

【
参
考
三
】

　
　
　
　

証

一
土
器
三
個

但
国
造
屋
敷
外
弐
ケ
所
よ
り
出
ル

右
懇
望
に
付
御
譲
り
被
下

正
ニ
領
収
候
也

明
治
十
二
年

五
月
七
日　

諸
井
興
久

こ
の
文
書
は
相
手
や
、
ど
の
土
器
か
は
不
明
で
あ
る
が
明
治
十
二
年
に
「
土
器
三

器
」
を
譲
っ
て
も
ら
っ
た
際
の
証
文
で
あ
る
。

保
管
方
法
に
つ
い
て
は
、
興
久
は
几
帳
面
な
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
、

収
集
し
た
遺
物
も
箱
に
分
類
し
て
保
管
し
て
い
る
。
特
に
古
墳
出
土
品
と
石
鏃
は
木

箱
三
つ
と
ブ
リ
キ
箱
二
つ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。
目
録
で
は
興
久
の
当
初
の
保
管
状

況
を
示
す
た
め
【
木
箱
１
】・【
木
箱
２
】・【
木
箱
３
】・【
ブ
リ
キ
箱
１
】・【
ブ
リ
キ

箱
２
】
と
記
載
し
た
。

四　

興
久
の
交
流
関
係

交
友
関
係
に
つ
い
て
は
遺
物
の
目
録
を
残
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
不
明
瞭
な

点
が
多
い
。
そ
の
中
で
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
が
根
岸
武
香
と
の
交
友
で
あ
る
。
武
香

は
熊
谷
の
冑
山
村
の
豪
農
根
岸
友
山
の
息
子
で
官
僚
に
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
を
出
版
し
、古
物
の
収
集
に
熱
心
な
「
好
古
家
」
で
も
あ
っ

た（
（
（

。【
三
二
番
】
の
石
棒
に
は
「
冑
山
村
根
岸
武
香
君
ヨ
リ
贈
ラ
ル
」
と
、
武
香
よ

り
譲
ら
れ
た
品
で
あ
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
「
明
治
三
十
一
年
根
岸
武
香

君
ニ
譲
ル
」
と
書
か
れ
た
金
銅
製
唐
草
文
透
彫
棘
付
花
弁
形
杏
葉
の
拓
本
（【
参
考

一
】）
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
興
久
か
ら
武
香
へ
贈
っ
た
遺
物
で
あ
ろ
う
。
ま

た
「
筑
紫
国
御
笠
郡
印
・
次
田
郷
印
」
と
い
う
武
香
の
所
蔵
し
て
い
る
印
の
絵
が
描

か
れ
た
紙
（【
参
考
四
】）
も
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
も
武
香
自
身
か
ら
入
手
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
武
香
と
は
特
に
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
関
保
之
助
か
ら
譲
ら
れ
た
「
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
」
と
興
久
自
身
に
よ
る
紙

片
の
付
い
た
遺
物
が
伝
存
す
る
（【
三
四
～
四
五
・
五
六
～
六
四
番
】）。
こ
れ
は
先
述

の
ブ
リ
キ
箱
の
中
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。関
は
帝
室
技
芸
員
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
つ
な
が
り
に
よ
る
も
の
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
他
に
も
「
明
治

十
五
年
一
月
六
日
埼
玉
県
七
等
属
荻
野
重
省
君
ヲ
贈
ラ
ル
所
」
と
書
か
れ
た
埼
玉
県

職
員
で
あ
る
荻
野
重
省
か
ら
譲
ら
れ
た
「
磨
製
石
斧
」
が
あ
る
（【
三
三
番
】）。
具

体
的
な
人
名
は
以
上
の
三
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
興
久
と
好
古
家
や
愛
好
家
と
い
っ
た
人
物
と
の
繋
が
り
を
示
す
資
料

は
非
常
に
少
な
い
。現
状
で
は
中
央
よ
り
は
、地
元
周
辺
で
収
集
す
る
比
率
が
高
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
が
、
中
央
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
今
後
追
跡
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
諸
井
興
久
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
考
古
資
料
の
中
で
、
興
久
に
よ

る
記
録
が
残
り
、
収
集
伝
来
の
わ
か
る
遺
物
を
中
心
に
紹
介
し
て
き
た
。
埼
玉
県
域

を
中
心
に
し
た
考
古
資
料
の
伝
来
の
み
な
ら
ず
、
明
治
時
代
を
生
き
た
地
方
の
一
収

集
家
と
し
て
の
一
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
今
後
の
展
示
等
に
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も
生
か
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
諸
井
興
久
の
関
係
資
料
は
考
古
資
料
以
外
に
も
伝

存
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
集
成
・
紹
介
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
（
１
）
長
谷
川
勇
・
石
橋
桂
一
「
館
有
資
料
紹
介　

諸
井
家
寄
贈
考
古
資
料
」（『
本
庄
市
立
歴
史

民
俗
資
料
館
紀
要
』
創
刊
号
、
一
九
八
六
年
）。

（
（
）
諸
井
興
久
に
つ
い
て
は
、埼
玉
県
立
文
書
館
『
武
蔵
国
児
玉
郡
本
庄
宿　

諸
井
家
文
書
目
録
』

（
一
九
六
九
年
）、栗
田
た
け
し「
諸
井
家
談
義
」（『
本
庄
市
史
拾
遺
』第
十
号
、一
九
七
〇
年
）、

前
掲
「
館
有
資
料
紹
介　

諸
井
家
寄
贈
考
古
資
料
」、本
庄
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
『
武

州
本
庄
宿
ふ
る
さ
と
人
物
史
Ⅰ
』（
本
庄
市
、一
九
八
九
年
）、柴
崎
起
三
雄『
本
庄
人
物
事
典
』

（
私
家
版
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
（
）
根
岸
武
香
の
「
好
古
家
」
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
重
田
正
夫
「
明
治
初
期
に
お
け
る

武
蔵
の
「
好
古
家
」
根
岸
友
山
と
武
香
―
上
中
条
村
出
土
の
埴
輪
と
黒
瀬
村
横
穴
群
の
発

掘
を
中
心
に
―
（
上
）（
下
）」（『
熊
谷
市
史
研
究
』
第
六
・
七
号
、二
〇
一
四
・
二
〇
一
五
年
）、

同
「
明
治
中
期
に
お
け
る
「
好
古
家
」
根
岸
武
香
の
活
動
―
吉
見
百
穴
・『
新
編
武
蔵
風
土

記
稿
』・『
史
料
通
信
叢
誌
』・
集
古
会
―
」（『
熊
谷
市
史
研
究
』
第
十
五
号
、
二
〇
二
三
年
）、

埼
玉
県
立
文
書
館
『
古
物
を
伝
え
る
―
好
古
家
た
ち
の
埼
玉
―
』（
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照

し
た
。
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（8 （7 （6 （5 （4 （（ （（ （（ （0 9 8 7 6 5 4 （ （ （ 番
号 縄

文
土
器綱

代
底

綱
代
底

口
縁
口
縁
口
縁
口
縁
口
縁
口
縁
口
縁
口
縁
注
口
土
器

口
縁
口
縁
口
縁
波
状
口
縁

把
手
口
縁
把
手
資
料
名

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

氷
川
神
社
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

横
見
郡
田
甲
村
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

出
土
地

（
貼
紙
）『
武
蔵
一
ノ
宮
境
内
桜
山
』

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
』

『
氷
川
神
社
境
内
桜
ノ
岡
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
ノ
桜
山
』

『
氷
川
ノ
桜
山
』（「
桜
ノ
山
」
は
一
部
摩
滅
）（
朱
）

（
貼
紙
）『
武
蔵
一
ノ
宮
桜
岡
ニ
テ
得
ル
』

『
氷
川
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

『
氷
川
神
社
』（
朱
）

『
明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
武
蔵
国
北
足
立
郡
氷
川
神
社
境
内
櫻
山
ニ
於
テ
得
ル
所
八
個
ノ
一
（
朱
）

（
貼
紙
）『
入
間
小
谷
田
村
』

『
明
治
十
五
年
六
月
二
十
三
日
横
見
郡
田
甲
村
字
彦
八
道
東
塚
上
ニ
テ
得
ル
』（
朱
）

（
貼
紙
）『
入
間
小
谷
田
村
』

記

載

諸
井
興
久
収
集
考
古
資
料　

目
録

(62)
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（7 （6 （5 （4 （（ （（ （（ （0 （9 （8 （7 （6 （5 （4 （（ （（ （（ （0 （9 番
号 石

器
石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

磨
製
石
斧

打
製
石
斧

磨
製
石
斧

打
製
石
斧　

分
銅
形

打
製
石
斧　

分
銅
形

打
製
石
斧

打
製
石
斧

局
部
磨
製
石
斧

石
斧
打
製
石
斧

打
製
石
斧

打
製
石
斧　

分
銅
形

打
製
石
斧　

分
銅
形

石
核
石
斧
資
料
名

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

横
見
郡
田
甲
村
出
土

横
見
郡
田
甲
村
出
土

横
見
郡
田
甲
村
出
土

浅
羽
村
字
泰
戸
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

小
谷
玉
村
字
狐
塚
出
土

氷
川
神
社
出
土

出
土
地

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
貼
紙
）『
明
治
十
五
年
一
月
六
日
埼
玉
県
七
等
属
荻
野
重
省
君
ヲ
贈
ラ
ル
所
』

（
貼
紙
）『
冑
山
村
根
岸
武
香
君
ヨ
リ
贈
ラ
ル
』

『
明
治
三
十
一
年
六
月
二
十
八
日
〔　

〕
武
藏
国
大
里
郡
〔
根
岸　
　
　
　

〕』（
朱
）
※
一
部
判
読
難
箇
所
あ
り

『
田
甲
村
ニ
テ
得
ル
所
』（
朱
）

『
明
治
十
五
年
六
月
二
十
三
日
横
見
郡
田
甲
村
字
彦
八
ノ
塚
上
ニ
テ
得
』（
朱
）

『
田
甲
村
ニ
テ
（
カ
）
得
ル
所
』（
朱
）

（
貼
紙
）『
明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
入
間
郡
浅
羽
村
字
泰
戸
神
社
ノ
傍
ニ
於
テ
得
ル
所
也
』

（
貼
紙
）『
入
間
小
谷
田
村
』

（
貼
紙
）『
入
間
小
谷
田
村
』

（
貼
紙
）『
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
時
明
治
十
三
年
十
月
一
日
』

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
ナ
リ
』

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
ナ
リ
』

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
埼
玉
県
下
入
間
郡
小
谷
田
村
字
ト
ウ
カ
狐
森
稲
荷
社
ノ
左
畑
ヨ
リ
得
ル
所
数
個
則

チ
甲
印
ノ
分
之
ナ
リ
』

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
』

『
武
蔵
氷
川
』（
朱
）

記

載
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5（ 5（ 50 49 48 47 46 45 44 4（ 4（ 4（ 40 （9 （8

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

石
鏃

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋

村
貝
塚

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
自
武
蔵
国
荏
原
郡
馬
込
村
貝
塚
所
得
同
共
ニ
七
個
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
武
蔵
国
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
ヨ
リ
得
ル
所
共
ニ
拾
弐
個
関
保
之
助
君
贈
ラ
ル
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】
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70 69 68 67 66 65 番
号 古

墳
出
土
品

64 6（ 6（ 6（ 60 59 58 57 56 55 54 5（

滑
石
製
管
玉

滑
石
製
管
玉

滑
石
製
刀
子
形
模
造
品

（
刀
子
）

滑
石
製
刀
子
形
模
造
品

（
刀
子
）

滑
石
製
有
孔
円
板（
鏡
）

滑
石
製
斧
形
模
造
品

(

手
斧) 資

料
名

石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃
石
鏃

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳 出

土
地

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

記

載

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

『
北
豊
島
郡
池
袋
村
貝
塚
一
番
』【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

（
紙
片
・
箱
）『
加
賀
国
河
北
郡
栗
崎
海
辺
ニ
テ
所
得
共
三
個
同
前
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
加
賀
国
河
北
郡
栗
崎
海
辺
ニ
テ
所
得
共
三
個
同
前
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】

（
紙
片
・
箱
）『
加
賀
国
河
北
郡
栗
崎
海
辺
ニ
テ
所
得
共
三
個
同
前
』【
ブ
リ
キ
箱
２
】
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85 84 8（ 8（ 8（ 80 79 78 77 76 75 74 7（ 7（ 7（

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
勾
玉

滑
石
製
管
玉

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

大
和
国
三
味
田
村
字
宝

塚
古
墳

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 
紙
片
①

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片

（
紙
片
）
表
『
年
月
不
詳
大
和
国
広
瀬
郡
三
味
田
村
字
宝
塚
ヨ
リ
出
』
裏
『
丸
平
壱
・
ノ
ミ
一
・
刀
二
・
管
十
・
勾
玉

十
二
、
右
宝
塚
ノ
古
墳
ヨ
リ
出
』【
ブ
リ
キ
箱
１
】　

※
図
版　

●
ブ
リ
キ
箱
１ 

紙
片
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（05 （04 （0（ （0（ （0（ （00 99 98 97 96 95 94 9（ 9（ 9（ 90 89 88 87 86

金
銅
製
鍔

金
銅
製
棘
葉
形
杏
葉

金
銅
製
棘
葉
形
杏
葉

金
銅
製
棘
葉
形
杏
葉

金
銅
製
唐
草
文
透
彫
杏

葉 金
銅
製
帯
金
具

金
銅
製
帯
金
具

金
銅
製
帯
金
具

刀
子
ガ
ラ
ス
製
小
玉　

一
連

砥
石
剣
形
石
製
模
造
品

石
製
丸
玉

石
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
小
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

ガ
ラ
ス
製
丸
玉

里
見
村
古
墳

将
軍
山
古
墳

将
軍
山
古
墳

将
軍
山
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

飯
玉
古
墳

将
軍
山
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

里
見
村
古
墳

武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳

（
紙
片
）『
明
治
二
十
九
年
冬　

上
毛
国
碓
氷
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】
※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
④

（
断
片
３
点
一
括
）【
木
箱
２
】

（
貼
紙
）『
明
治
二
十
八
年
秋
十
（
朱
で
上
か
ら
「
冬
二
」）
日
武
蔵
国
北
埼
玉
郡
埼
玉
村
字
将
軍
墳
ヨ
リ
発
見
ス
堤
根

村
増
田
氏
被
贈
外
三
輪
玉
及
小
玉
二
百
』【
木
箱
２
】

（
貼
紙
）『
二
十
八
年
北
埼
玉
郡
将
軍
墳
出
』【
木
箱
２
】

（
紙
片
）「
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
明
治
二
十
九
年
冬
発
堀
（
マ
マ
）
ス
」【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱

１ 

紙
片
③

（
紙
片
）「
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
明
治
二
十
九
年
冬
発
堀
（
マ
マ
）
ス
」【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱

１ 

紙
片
③

（
紙
片
）「
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
明
治
二
十
九
年
冬
発
堀
（
マ
マ
）
ス
」【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱

１ 

紙
片
③

（
紙
片
）「
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
明
治
二
十
九
年
冬
発
堀
（
マ
マ
）
ス
」　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
③

（
貼
紙
）「
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
明
治
三
十
一
年
八
個
発
堀
（
マ
マ
）
〇
共
」（
〇
は
鍔
帯
の
図
）【
木
箱
１
】

（
武
蔵
国
児
玉
郡
本
庄
町
字
塚
合
飯
玉
古
墳
出
土
遺
物
）【
木
箱
３
】　

（
明
治
（8
年
（
月
（
日
埼
玉
村
字
将
軍
山
古
墳
よ
り
発
見
）【
木
箱
（
】

（
明
治
（9
年
冬　

上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
よ
り
出
土
）

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
）『
三
十
一
年
十
一
月
上
毛
国
碓
井
郡
里
見
村
古
墳
ヨ
リ
出
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
②

（
紙
片
・
こ
よ
り
）『
武
州
榛
沢
郡
岡
村
古
墳
出
（
朱
印
・「
六
鈴
鏡
に
「
六
有
軒
」
の
文
字
」）』
７
個
が
一
連
（
一
括
）

【
木
箱
１
】
※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①
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（（（ （（（ （（0 （（9 （（8 （（7 番号 瓦 （（6 （（5 （（4 （（（ （（（ （（（ （（0 （09 （08 （07 （06

平
瓦

平
瓦
平
瓦
平
瓦
平
瓦
丸
瓦
資
料
名

足
金
物

足
金
物

責
金
具

鞘
口
金
具

鞘
口
金
具

鞘
口
金
具

切
羽
・
鎺

圭
頭
大
刀
把
頭

金
銅
製
三
輪
玉

水
晶
製
三
輪
玉

金
銅
製
獅
噛
環
頭
把
頭

入
間
郡
浅
羽
村

埼
玉
郡
埼
玉
村

埼
玉
郡
埼
玉
村

入
間
小
谷
田
村

入
間
小
谷
田
村

入
間
小
谷
田
村

出
土
地

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

飯
玉
古
墳

将
軍
山
古
墳

将
軍
山
古
墳

将
軍
山
古
墳

（
貼
紙
）『
明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
入
間
郡
浅
羽
村
字
秦
戸
二
秦
戸
神
社
ア
リ
其
傍
二
大
小
二
塚
ア
リ
其
小
塚
ヲ
崩

シ
タ
ル
脇
二
石
塚
ア
リ
其
衆
石
中
ヨ
リ
得
ル
』

『
入
間
郡
浅
羽
村
』（
朱
）
の
上
に
『
北
埼
玉
郡
埼
玉
村
寺
ノ
境
内
』（
墨
）
と
記
載
。
張
り
紙
の
跡
あ
り
。

『
入
間
■
■
村
』（
朱
）
の
上
に
『
北
埼
玉
県
埼
玉
村
』（
墨
）
と
記
載
。
張
り
紙
の
跡
あ
り
。

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
也
』

（
貼
紙
）『
入
間
小
谷
田
村
』

（
貼
紙
）『
明
治
十
三
年
十
月
一
日
入
間
郡
小
谷
田
村
字
狐
塚
ヨ
リ
得
ル
所
也
』

記

載

（
武
蔵
国
児
玉
郡
本
庄
町
字
塚
合
飯
玉
古
墳
出
土
遺
物
）【
木
箱
３
】

（
武
蔵
国
児
玉
郡
本
庄
町
字
塚
合
飯
玉
古
墳
出
土
遺
物
）【
木
箱
３
】

（
武
蔵
国
児
玉
郡
本
庄
町
字
塚
合
飯
玉
古
墳
出
土
遺
物
）【
木
箱
３
】

（
紙
片
）『
明
治
二
十
年
十
八
日
武
蔵
国
児
玉
郡
本
莊
（
マ
マ
）
町
字
塚
間
飯
玉
古
墳
ヨ
リ
発
見
此
外
ニ
長
剣
小
刀
ア
リ
』

【
木
箱
３
】　

※
図
版　

●
木
箱
３ 

紙
片

（
紙
片
）『
明
治
二
十
年
十
八
日
武
蔵
国
児
玉
郡
本
莊
（
マ
マ
）
町
字
塚
間
飯
玉
古
墳
ヨ
リ
発
見
此
外
ニ
長
剣
小
刀
ア
リ
』

【
木
箱
３
】　

※
図
版　

●
木
箱
３ 

紙
片

（
紙
片
）『
明
治
二
十
年
十
八
日
武
蔵
国
児
玉
郡
本
莊
（
マ
マ
）
町
字
塚
間
飯
玉
古
墳
ヨ
リ
発
見
此
外
ニ
長
剣
小
刀
ア
リ
』

（
貼
紙
）『
明
治
二
十
一
年
一
月
十
八
日
武
蔵
国
児
玉
郡
本
莊
町
字
飯
玉
古
墳
ヨ
リ
発
見
七
ノ
内
』【
木
箱
３
】　

※
図

版　

●
木
箱
３ 

紙
片

（
紙
片
）『
明
治
二
十
年
十
八
日
武
蔵
国
児
玉
郡
本
莊
（
マ
マ
）
町
字
塚
間
飯
玉
古
墳
ヨ
リ
発
見
此
外
ニ
長
剣
小
刀
ア
リ
』

【
木
箱
３
】　

※
図
版　

●
木
箱
３ 

紙
片

（
貼
紙
）『
二
十
一
年
一
月
一
八
日
外
数
種
本
庄
宿
字
飯
玉
ヨ
リ
得
処
七
ノ
内
』【
木
箱
３
】

（
明
治
（8
年
（
月
（
日
埼
玉
村
字
将
軍
山
古
墳
よ
り
発
見
）【
木
箱
（
】

（
明
治
（8
年
（
月
（
日
埼
玉
村
字
将
軍
山
古
墳
よ
り
発
見
）「
本
庄
」
と
貼
紙
あ
り
【
木
箱
（
】

（
紙
片
）
表
『
上
野
国
碓
氷
郡
八
幡
村
大
字
若
田
村
ノ
内
狐
塚
傍
ノ
墳
ヨ
リ
明
治
三
十
一
年
』
裏
『
日
失
念
発
堀
（
マ
マ
）

ス
』【
木
箱
１
】　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
⑤

(56)
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参考
４

参考
３

参考
２

参考
１ （（（ （（0 （（9 （（8 （（7 （（6 番号 そ

の
他

（（5 （（4 （（（

印
写
（
根
岸
武
香
所
蔵

印
画
）

古
文
書　

証
（
土
器
三

器
受
取
に
つ
き
）

尚
方
作
神
人
歌
舞
画
像

鏡
（
拓
本
）

金
銅
製
唐
草
文
透
彫
棘

付
花
弁
形
杏
葉（
拓
本
）

二
枚
貝
化
石

か
わ
ら
け
（
須
恵
質
糸

切
底
）

か
わ
ら
け

砥
石
（
銭
用
）

砥
石
（
銭
用
）

須
恵
器 資
料
名

平
瓦
丸
瓦
平
瓦

南
葛
飾
郡
亀
井
戸

南
葛
飾
郡
亀
井
戸

入
間
郡
浅
羽
村

出
土
地

埼
玉
郡
埼
玉
村

筑
波
郡
筑
波
町

『
福
田
禮
蔵
君
ノ
祖
先
畑
六
郎
土
着
旧
地
武
蔵
国
那
珂
郡
秋
山
村
旧
屋
敷
跡
ヨ
リ
弘
化　

年　

月　

借
地
人
某
井
戸
ヲ

掘
穿
際
得
ル
所　

今
荻
野
竹
五
郎
君
方
ニ
蔵
ス
』（
朱
）

『
明
治
三
十
年
十
二
月
上
野
国
碓
氷
郡
里
見
村
某
古
墳
ヨ
リ
出　

馬
具
胸
懸
杏
葉
銅
渡
金　

明
治
三
十
一
年
根
岸
武
香

君
ニ
譲
ル
』

『
秩
父
久
那
村
』（
朱
）

『
明
治
六
年
癸
酉
九
月　

日
二
王
門
東
大
杉
根
下
従
出
ル
』

『
明
治
十
一
年
戊
寅
三
月
十
日
仁
王
門
西
方
井
内
出
ル
』

『
三
十
二
年
六
月
十
六
日
亀
井
戸
銭
座
跡
ヨ
リ
得
ル
』（
朱
）
一
部
貼
紙
付
着

『
武
蔵
国
南
葛
飾
郡
亀
井
戸
町
寛
文
天
和
年
度
ノ
鋳
銭
所
跡
ヨ
リ
三
十
二
年
六
月
十
六
日
得
ル
所
也
』（
朱
）

（
貼
紙
）『
明
治
十
五
年
五
月
十
五
日
入
間
郡
浅
羽
村
字
泰
戸
小
塚
ヲ
崩
シ
タ
ル
跡
ニ
於
ニ
（
マ
マ
）
得
ル
』

記

載

『
入
間
郡
浅
羽
村
』（
朱
）
の
上
に
『
北
埼
玉
郡
埼
玉
村
』

『
比
企
郡
』（
朱
）

（
貼
紙
）『
常
陸
国
筑
波
郡
筑
波
町
国
造
屋
敷
跡
ヨ
リ
得
ル
所
干
時
明
治
十
二
年
三
月
』

凡
例 

・
記
載
は
特
に
断
り
が
な
け
れ
ば
墨
で
記
入
さ
れ
た
も
の
。

・（
朱
）
は
朱
で
記
入
さ
れ
た
も
の
。

・
貼
り
紙
の
上
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
は
（
貼
紙
）

(55)(54)
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・
特
に
断
り
が
な
け
れ
ば
遺
物
に
直
接
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
・
記
載
さ
れ
て
い
る
文
字
は
『　

』
で
括
っ
て
い
る

・
旧
字
は
新
字
に
直
し
た

・
誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
史
料
上
の
表
記
の
ま
ま
と
し
、（
マ
マ
）
と
補
っ
た
。
ま
た
推
定
の
場
合
、（
カ
）
と
補
っ
た
。
判
読
不
明
の
文
字
は
■
で
示
し
た
。

・
遺
物
に
記
録
を
つ
け
る
貼
紙
以
外
で
、
旧
所
蔵
者
に
よ
る
整
理
の
過
程
な
ど
で
付
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る
紙
片
に
つ
い
て
は
「
貼
紙
付
着
」
と
記
し
た
。

・
遺
物
自
体
に
記
載
が
無
く
と
も
保
管
状
況
等
か
ら
出
土
古
墳
が
確
定
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
（　
　
　

）
で
出
土
古
墳
名
を
補
っ
た
。

・
諸
井
興
久
が
箱
に
分
け
て
保
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
、
ま
た
は
現
状
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
以
下
の
略
称
で
そ
の
旨
を
記
し
た
。

〇
か
つ
て
木
箱
１
に
入
っ
て
い
た
も
の
は
【
木
箱
１
】

〇
か
つ
て
木
箱
２
に
入
っ
て
い
た
も
の
は
【
木
箱
２
】

〇
か
つ
て
木
箱
３
に
入
っ
て
い
た
も
の
は
【
木
箱
３
】

〇
ブ
リ
キ
箱
１
に
入
っ
て
い
た
も
の
は
【
ブ
リ
キ
箱
１
】

〇
現
在
、
ブ
リ
キ
箱
２
に
入
っ
て
い
る
も
の
は
【
ブ
リ
キ
箱
２
】

〇
現
在
、
ブ
リ
キ
箱
２
の
中
で
包
紙
に
く
る
ま
れ
て
い
る
も
の
は
【
ブ
リ
キ
箱
２
包
紙
】

・【
木
箱
１
】に
は
興
久
に
よ
っ
て
出
土
品
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
紙
片
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
出
土
地
理
解
の
一
助
の
た
め
、目
録
の「
記
載
」欄
に
は
遺
物
ご
と
に
記
載
内
容
を
記
し
て
あ
る
。
そ
の
際
、

図
版
と
対
応
さ
せ
る
た
め　

※
図
版　

●
木
箱
１ 

紙
片
①
～
⑤　

と
記
し
た
。

・
ブ
リ
キ
箱
２
内
の
紙
片
は
１
出
土
地
に
つ
き
１
枚
が
記
入
さ
れ
、
箱
に
括
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
出
土
地
理
解
の
一
助
の
た
め
、
目
録
の
「
記
載
」
欄
に
は
遺
物
ご
と
に
記
載
内
容
を
記
し
て
あ
る
。

・
ブ
リ
キ
箱
２
内
の
括
り
付
け
ら
れ
て
い
る
紙
片
は
（
紙
片
・
箱
）
と
表
し
た
。

・
紙
片
を
こ
よ
り
で
遺
物
に
結
び
付
け
て
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
（
紙
片
・
こ
よ
り
）
と
表
し
た
。

・
出
土
地
記
載
が
な
い
た
め
目
録
に
は
記
載
し
て
な
い
が
【
木
箱
１
】
に
は
他
に
耳
環
３
点
が
入
っ
て
い
た
。
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（4 ～ 55

56 ～ 64
65

66

67

68

●ブリキ箱 （
　紙片（表）

●ブリキ箱 （　紙片（裏）

ブリキ箱 （ 包紙

(48)
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69 ～ 7（

7（ ～ 79 80 ～ 86

94

9（

9（

90

9（

89

88

87

95

96

97

●木箱 （
　紙片①

●木箱 （
　紙片②

(47)(46)
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●木箱 （
　紙片③

9899

（00（0（ 98（裏）

（0（

（0（

（04

（0（（裏）

（0（（裏）

●木箱 （
　紙片④

（05

(46)
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（06

●木箱 （
　紙片⑤（表）

●木箱 （
　紙片⑤（裏）

（07

（09（裏）

（09（表）

（（（（裏）

（（（（表）
（（0

（08

（（（
（（（

●木箱３　紙片
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